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概要 ＥＡ (600 字～800字程度にまとめてください。) 
 
アジア諸都市における地下温暖化の影響比較と地中熱利用の可能性を明らかにした。特に大阪平野では、過去２回
にわたって測定された地下温度鉛直分布を再測定することにより、大阪の地下温暖化が確実に進行していることが明
らかになった。大阪中心部では気温上昇は上げどまっているのに対し、郊外はヒートアイランドの影響で気温上昇が
続いている。これに対して地下温暖化は都心部を含めた全域でさらに進行しており、熱伝達の遅れと土地被覆状況の
影響が示唆された。また、一方、西安における地下温度測定は、今回が最初であり過去との比較はできないが、実測
温度鉛直分布を用いた逆解析の結果、地下温暖化の影響が明らかになった。西安の観測地点は、西安交通大学の
資金援助を受けて、地下温暖化のモニタリングのためのオブザーバトリーとして整えられ、長期連続測定・モニタリン
グが可能となった。地中温度を利用したヒートポンプ等の利用に関しても、持続可能な熱利用として可能性が示され、
さらに、データベースの構築によって、日中両方の地下温度データの統合が可能となった。 
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欧文概要 ＥＺ 

 
Subsurface warming in Asian cities are evaluated in particular in Osaka, Japan and Xian, China. The 
third measurements of groundwater temperature-depth profiles revealed that continuous subsurface 
warming occurs in Osaka during the last 30 years though air temperature in the city center does not 
increase in recent year. The delays of heat transfer and land covers in the center of the city are key 
factors for this reason. The measurements of temperature-depth profiles in Xian were used to reconstruct 
of surface temperature changes, and subsurface warming were also found in Xian.  Possibility of heat 
pump in Asian cities is also evaluated, and database of subsurface temperature in China and Japan is 
also established. 
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